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近藤千晶、渡辺尚宏、與語直之、宮崎晋⼀、加藤俊夫、織⽥恒幸、⼤舘 満、松下明弘、

中平健⼀、鈴⽊嘉洋、鈴⽊妙⼦、岡地 祥太郎、今井直幸、⻑⾕哲成、⿇⽣裕紀、若原

恵⼦、橋本直純、佐藤光夫、近藤征史、⻑⾕川好規．気管⽀閉鎖症の２例．第 37 回⽇

本呼吸器内視鏡学会学術集会 東京 2014. 

 



近藤千晶、堀尾芳嗣、坂尾幸則、樋⽥豊明、⾕⽥部恭．愛知県がんセンター肺がん遺伝

⼦解析プログラムについて．第 55 回⽇本肺癌学会学術集会 京都 2014． 

 

佐藤美佳、⿇⽣裕紀、⻑⾕哲成、若原恵⼦、伊藤 理、橋本直純、佐藤光夫、近藤征史、

⻑⾕川好規．慢性関節リウマチに合併した抗 GM-CSF 抗体陽性肺胞蛋⽩症の２例．第

105 回⽇本呼吸器学会東海地⽅学会 名古屋 2014. 

 

佐藤光夫、⼭下 良、各務智彦、⻑⾕哲成、丸⼭英⼀、関⼾好孝、近藤征史、⻑⾕川好

規．⾮⼩細胞肺癌治療薬としての miR-221 と miR-222 の可能性．第 73 回⽇本癌学術学

会総会 横浜 2014. 

 

鈴⽊嘉洋、今井直幸、松下明弘、宮崎晋⼀、與語直之、⼤舘 満、加藤俊夫、近藤千晶、

渡辺尚宏、織⽥恒幸、中平健⼀、鈴⽊妙⼦、岡地祥太郎、⿇⽣裕紀、⻑⾕哲成、若原恵

⼦、橋本直純、佐藤光夫、近藤征史、⻑⾕川好規．キシロカインアレルギー症例に対し

てテトラカインを⽤いて気管⽀鏡を施⾏した２例．第 37 回⽇本呼吸器内視鏡学会学術

集会 東京 2014. 

 

鈴⽊嘉洋、若原恵⼦、鈴⽊妙⼦、岡地祥太郎、今井直幸、⿇⽣裕紀、⻑⾕哲成、橋本直

純、伊藤 理、佐藤光夫、近藤征史、川部 勤、⻑⾕川好規．⻑期外来通院喘息症例に

おける肺機能経年変化についての検討．第 26 回⽇本アレルギー学会春季臨床⼤会 京

都 2014. 

 

中平健⼀、今井直幸、松下明弘、⼤舘 満、織⽥恒幸、加藤俊夫、近藤千晶、宮崎晋⼀、

與語直之、渡辺尚宏、鈴⽊嘉洋、鈴⽊妙⼦、岡地 祥太郎、⿇⽣裕紀、⻑⾕哲成、若原

恵⼦、橋本直純、佐藤光夫、近藤征史、⻑⾕川好規．当院にて経験した EWS を⽤いた

気管⽀充填術９症例の検討．第 37 回⽇本呼吸器内視鏡学会学術集会 東京 2014. 

 

中村章太、⻑⾕哲成、⾕⼝哲郎、川⼝晃司、福井⾼幸、⽯⿊太志、福本紘⼀、⼭⾕千尋、

森 俊輔、⻑⾕川好規、横井⾹平．悪性胸⽔量は癌性胸膜炎症例の予後に影響を及ぼす

か？ 第 55 回⽇本肺癌学会学術集会 京都 2014. 

 



永⾕元基、井上貴⾏、⽔野陽太、服部慶⼦、伊藤 理、⿇⽣裕紀、⻑⾕川好規．肺癌術

後における起⽴性低⾎圧の予測因⼦．第 1 回⽇本呼吸ケア・リハビリテーション学会東

海地⽅学会 名古屋 2014． 

 

野⽊森健⼀、松本康之、⽯⿊太志、横⼭⾹平、⻑⾕川好規、古川鋼⼀．肺癌における

ppGalNAc-T13mRNA の発現解析および臨床的意義の検討．第 73 回⽇本癌学術学会総会 

横浜 2014. 

 

橋本直純、松崎明⽇⾹、岡⽥⽊綿、横井⾹平、⻑⾕川好規．Japanese patients with lung 

cancers undergoing broncoscopy have a high prevalence rate of COPD as a comorbidity. 第 54

回⽇本呼吸器科学会学術講演会 ⼤阪 2014. 

 

橋本直純、⼤須賀さと⼦、松崎明⽇⾹、楠瀬公章、横井⾹平、⻑⾕川好規．新規診断さ

れた COPD 症例における Salmeterol/Fluticasone 短期治療による効果検討．第 26 回⽇本

アレルギー学会春季臨床⼤会 京都 2014. 

 

橋本直純、楠瀬公章、⻘⼭⼤輔、⻑⾕川好規．肺癌における TGFβ誘導上⽪間葉系移⾏

における intrinsically disordered protein としての⾮リン酸化 PTEN のフォスファターゼ

活性．第 73 回⽇本癌学術学会総会 横浜 2014. 

 

⻑⾕哲成、宮崎雅之、市川和哉、伊藤真⼦、森瀬昌宏、佐藤光夫、近藤征史、⼭⽥清⽂、

⻑⾕川好規．当院におけるクリゾチニブ投与時のセロトニン 5-HT3 受容体拮抗薬によ

る予防的制吐療法についての検討．第 55 回⽇本肺癌学会学術集会 京都 2014. 

 

⻑⾕川好規．⽇本内科学会の取り組み．第 12 回⽇本臨床腫瘍学会学術集会 福岡 2014. 

 

⻑⾕川好規．これからの肺癌治療と包括的ケア．第 24 回⽇本呼吸ケア・リハビリテー

ション学会学術集会 奈良 2014. 

 

服部慶⼦、永⾕元基、伊藤 理、⿇⽣裕紀、井上貴⾏、⽔野陽太、⾼⽊優⾐、⼩原雄⽃、

兒⽟奈菜恵、⻑⾕川好規．肺癌術後患者における起⽴性低⾎圧発症リスク．第 24 回⽇

本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会 奈良 2014. 

 



丸⼭英⼀、各務智彦、梶川茂久、⼭下 良、⻑⾕哲成、佐藤光夫、近藤征史、⻑⾕川好

規．⾮⼩細胞肺癌における miR-127 の機能解析．第 54 回⽇本呼吸器科学会学術講演会 

⼤阪 2014. 

 

⽔野陽太、伊藤 理、⿇⽣裕紀、永⾕元基、井上貴⾏、⾼⽊優⾐、⼩原雄⽃、兒⽟奈菜

恵、⻄⽥佳弘、⻑⾕川好規．当院の肝移植患者周術期に対する理学療法介⼊の現状．第

49 回⽇本理学療法学術⼤会 横浜 2014. 

 

⽔野陽太、伊藤 理、⿇⽣裕紀、永⾕元基、井上貴⾏、⾼⽊優⾐、⼩原雄⽃、兒⽟奈菜

恵、⻑⾕川好規．両側肺癌切除後の ARDS による重症呼吸不全に対し包括的呼吸リハビ

リテーションを施⾏し呼吸器離脱・⾃宅退院可能となった１例．第 24 回⽇本呼吸ケア・

リハビリテーション学会学術集会 奈良 2014. 

 

宮崎雅之、⼭下加織、市川和哉、伊藤真⼦、⼭⽥⾥美、⻑⾕哲成、近藤征史、⻑⾕川好

規、⼭⽥清⽂．EGFR チロシンキナーゼ阻害薬における⽪膚障害発現とその管理．第 55

回⽇本肺癌学会学術集会 京都 2014. 

 

村⽥直彦、伊藤 理、横⼭ 裕、⾼原紀博、⿇⽣裕紀、近藤征史、⻑⾕川好規．ヒト肺

線維芽細胞におけるストレッチ活性型 Ca2＋流⼊機構．第 54 回⽇本呼吸器科学会学術

講演会 ⼤阪 2014. 

 

森瀬昌宏、岡地祥太郎、⿇⽣裕紀、⻑⾕哲成、橋本直純、佐藤光夫、近藤征史、⻑⾕川

好規. 進⾏・再発⾮扁平上⽪癌に対するカルボプラチン＋ペメトレキセドとカルボプラ

チン＋パクリタキセル療法の⽐較. 第 55 回⽇本肺癌学会学術集会 京都 2014. 

 

森瀬昌宏、⿇⽣裕紀、⻑⾕哲成、若原恵⼦、伊藤 理、橋本直純、佐藤光夫、近藤征史、

⻑⾕川好規. 再発⼩細胞肺癌に対しアムルビシン単剤療法を施⾏した患者の予後因⼦

の検討. 第 52 回⽇本癌治療学会学術集会 横浜 2014. 

 

⼭下 良、佐藤光夫、⻑⾕哲成、丸⼭英⼀、各務智彦、加藤俊夫、與語直之、近藤征史、

⻑⾕川好規．マイクロ RNA miR-221 と miR-222 は⾮⼩細胞肺癌に⼆峰性に作⽤する．

第 55 回⽇本肺癌学会学術集会 京都 2014. 

 



⼭室 智、伊藤⿇⼦、宮崎雅之、市川和哉、⻑⾕哲成、近藤征史、⻑⾕川好規、⼭⽥⾥

美．エルロチニブの⽪膚障害マネジメントにおけるチーム医療導⼊による変化．第 55

回⽇本肺癌学会学術集会 京都 2014. 

 

若原恵⼦、Vu Van Quang、Guy Delesppese、⻑⾕川好規、Marika Sarfat．好塩基球は Th2・

Th17 性気道炎症を増悪させる．第 24 回国際喘息学会⽇本・北アジア部会 名古屋 2014. 

 

渡辺尚宏、仁保誠治、梅村茂樹、松本慎吾、葉 清隆、⼤松広伸、後藤功⼀. 間質性肺炎

合併進⾏期⾮⼩細胞肺癌に対するシスプラチン＋ビノレルビン併⽤療法の検討. 第 55

回⽇本肺癌学会総会 京都 2014. 

 

【国内学会地⽅会】 

⽯橋昌幸、後藤功⼀、 池村⾠之介、 宇⽥川響、 郡⼭晴喜、 猿渡功⼀、 杉⼭栄⾥、 

善家義貴、 桐⽥圭輔、 ⾼橋明⼦、吉⽥達哉、 松元祐司、森瀬昌宏、松本慎吾、梅村 

茂樹、葉 清隆、仁保誠治、⼤松広伸、⽯井源⼀郎, ⼤江裕⼀郎. ROS1 融合遺伝⼦陽性

肺腺癌の 1 例. 第 169 回⽇本肺癌学会関東⽀部会 東京 2014． 

 

伊藤 理. 肺年齢と COPD. 第 15 回⽇本呼吸器学会東海⽀部「肺の⽇・呼吸の⽇」市

⺠公開講座、名古屋 2014. 

 

佐藤美佳、⿇⽣裕紀、⻑⾕哲成、若原恵⼦、伊藤 理、橋本直純、佐藤光夫、近藤征史、

⻑⾕川好規. 慢性関節リウマチに合併した抗 GM-CSF 抗体陽性肺胞蛋⽩症の 2 例. 第

105 回⽇本呼吸器学会東海地⽅学会. 名古屋 2014. 

 

永⾕元基、井上貴⾏、⽔野陽太、服部慶⼦、伊藤 理、⿇⽣裕紀、⻑⾕川好規.肺癌術後

における起⽴性低⾎圧の予測因⼦. 第 1 回⽇本呼吸ケア・リハビリテーション学会東

海地⽅学会 名古屋 2014． 

 

⻄尾朋⼦、若原恵⼦、岡地祥太郎、⿇⽣裕紀、⻑⾕哲成、森瀬昌宏、伊藤 理、橋本直

純、佐藤光夫、近藤征史、⻑⾕川好規. ⼥性医師のキャリア継続について. 第 106 回⽇

本呼吸器学会東海地⽅会 浜松 2014. 

 



福村晶⼦、岡地祥太郎、⻑⾕哲成、⿇⽣裕紀、森瀬昌宏、若原恵⼦、伊藤 理、橋本直

純、佐藤光夫、近藤征史、⻑⾕川好規、加藤⼤三、宮﨑義継. 著明な縦隔リンパ節腫⼤

を呈したクリプトコッカスの１例. 第 106 回⽇本呼吸器学会東海地⽅会 浜松 2014. 

 

若原恵⼦、岡地祥太郎、⻑⾕哲成、⿇⽣裕紀、森瀬昌宏、伊藤 理、橋本直純、佐藤光

夫、近藤征史、⻑⾕川好規、下⽅智也. 結節性硬化症に伴う腎⾎管筋脂肪腫に対しエベ

ロリムスを投与し呼吸機能改善を認めたリンパ脈管筋腫症の１例. 第 106 回⽇本呼吸器

学会東海地⽅会 浜松 2014. 

 

【研究助成⾦、班研究等科学研究費】 

国⽴がん研究センターがん研究開発費 

腎機能に基づいた⾄適投与量に関する臨床薬理研究 

研究分担者：⻑⾕川好規 

 

厚⽣労働省科学研究費補助⾦  

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

びまん性肺疾患に関する調査研究 

研究分担者：⻑⾕川好規 

 

厚⽣労働科学研究委託費 難治性疾患等克服研究事業 

（難治性疾患等実⽤化研究事業（難治性疾患実⽤化研究事業）） 

びまん性肺疾患に対するエビデンスを構築する新規戦略的研究 

研究分担者：⻑⾕川好規 

 

厚⽣労働省科学研究費補助⾦ 創薬基盤推進研究事業 

BIM 遺伝⼦多型に起因する EGFR 変異肺がんの EGFR チロシンキナーゼ阻害薬耐性を

ボリノスタット併⽤で克服する研究 

研究分担者：⻑⾕川好規 

厚⽣労働科学研究委託費 ⾰新的がん医療実⽤化研究事業 

BIM 遺伝⼦多型陽性癌における HDAC 阻害薬の耐性克服効果を最適化する薬⼒学的効

果の指標を探索する研究 

研究分担者：⻑⾕川好規 

 



厚⽣労働省科学研究費補助⾦ 医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究

事業（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業）薬剤疫学的安全性

情報の情報収集に関する調査研究 

研究分担者：⻑⾕川好規 

 

愛知県知の拠点重点研究プロジェクト 

超早期診断技術開発プロジェクト 

研究分担者：⻑⾕川好規 

 

名古屋⼤学研究⼤学強化促進事業 

PhD 登⻯⾨コア教員への研究費配分 

⻑⾕川好規 

 

平成 26−28 年度 科学研究費助成⾦ 基盤研究（B） 

アノイキス抵抗性に基づいた網羅的な肺癌ドライバー遺伝⼦の特定 

研究代表者：佐藤光夫 

 

平成 26−27 年度 科学研究費助成⾦ 挑戦的萌芽研究 

クラスター形成関連分⼦を標的とした EGFR 変異肺癌の転移抑制治療の開発 

研究代表者：佐藤光夫 

 

平成 24−26 年度 科学研究費助成⾦ 基盤研究（C） 

肺構成細胞間葉系形質転換に対する PTENC 末端リン酸化を標的とした新規治療戦略 

研究代表者：橋本直純 

 

平成 25−27 年度 科学研究費助成⾦ 基盤研究（C） 

メカノセンサー分⼦同定に基づく呼吸器疾患の病態解明 

研究代表者：伊藤 理  

 

平成 26−27 年度 科学研究費助成⾦ 挑戦的萌芽研究 

肺癌幹細胞因⼦の同定とその特性を標的とした分⼦標的治療薬の開発 

研究分担者：若原恵⼦ 

 



平成 25−27 年度 科学研究費助成⾦ 基盤研究（C） 

⾼齢進⾏肺癌患者における、VES−13 ならびに MMSE の有⽤性に関する検討 

研究分担者：森瀬昌宏、⻑⾕哲成 

 

名古屋⼤学先端研究⽀援経費 

免疫診断マイクロデバイスによるベッドサイドでの胸⽔中マーカーの多項⽬同時迅速

測定 

研究代表者：⻑⾕哲成 

 


